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１．はじめに

　私たちは、琵琶湖・赤野井湾の水環境改善を目指

して活動する住民グループおよび行政と連携し、イ

ンターネットや GIS（地理情報システム）などを用

いた環境情報の共有化に関する実践的な調査研究を

行っている。以下、この赤野井湾における環境情報

の共有化について紹介したい。

２．赤野井湾流域について

　琵琶湖南東部に位置する赤野井湾流域（図１）は、

琵琶湖流入河川の中で最も規模が大きな野洲川の河

口南西部に位置し、そこには野洲川伏流水の澄んだ

湧き水を水源としたいくつもの小河川が流れていた。

川辺では、全国的にも「守山ボタル」の名で知られ

たゲンジボタルが乱舞し、川沿いの夜道では、ホタ

ルの光のおかげで提灯を持たずに歩けたと言われる

ほど、すばらしい水辺環境をもつ地域だった。しか

しながら、近年、人口増加と産業経済活動の発展に

ともなう環境悪化により、「守山ボタル」は絶滅し

てしまった。また、赤野井湾に流入する栄養塩も増

大し、赤野井湾は、琵琶湖のなかで富栄養化が最も

進んだ水域の１つとなり、1988 年頃からは、アオ

コがたびたび発生するようになった。

　この赤野井湾の水環境を改善していくためには、

工場・家庭生活排水といった特定汚染源対策だけで

なく、生態系保全に配慮し、流域全体の土地利用・

水利用を保全型に変えていく長期的取り組みが必要

とされる。そのような中、住民が自治会単位で参加

して地域の水環境を調査し、対策事業に主体的に関

与する豊穣の郷赤野井湾流域協議会（以下、「豊穣

の郷」と呼ぶ）が、行政の支援のもと 1996 年に設

立された。

３．赤野井湾流域環境情報システムの開発

　当初、我々は、住民自らが環境の現状を直視し、

対策検討の意思決定を支援する環境情報システムと

して、WebGIS を用いるのが有効だろうと考えた。

そこで、我々は、赤野井湾流域を対象とした各種地

図データを作成し、WebGIS 技術を用いた赤野井湾

流域環境情報システムを開発した（図２）。

　このシステムは、地図レイヤーの重ね合わせ、拡

大縮小、属性情報表示等の基本機能をもつのみで、

空間解析機能までは持ち合わせていない。本格的な

環境要因の分析に利用することは困難であるが、利

用者は、これら基本機能を自由に選択操作し、水環

境に関連した環境要因の視覚化情報を自由に得るこ

とが可能である。例えば、「豊穣の郷」の水質調査

結果と各種環境地図との重ね合わせを通じて、調査

地点周辺の環境要因の関係をイメージ的に把握する

ことが可能である。

４．赤野井湾流域環境情報システムの課題

　このシステムの利用者層は、一般利用者というよ

りも、自分たちで「考える」、「調べる」ことに関

心のある人々、つまり、「豊穣の郷」の会員のよう

な環境問題に関心のある人々を想定していた。その

意味で、目的を達成したかどうかは、不特定多数の

インターネット利用者によるページのアクセス数が

指標になるのではなく、赤野井湾流域の水環境問題

図１赤野井湾流域の位置

流域面積は約 29km 2、流域人口は約

53,000 人（1995 年当時）である。



に関心の高い人々にどれだけ利用され、活動に役立

っているかが重要である。

　そこで、「豊穣の郷」の会員数人に対しこのシス

テムを実際に利用してもらい、その感想を聞いてみ

た。しかしながら、「水質調査結果の解析などに役

立ち、ぜひとも活用したい」という意見はなく、「興

味深いけれども、役に立つかどうかわからない」と

いう意見が多く、それほど高い評価は得られなかっ

た。

　この問題を解決していくための技術的課題として

は、以下のような点が考えられる。

① Web ブラウザ上で表示される地図は、サーバー

側でラスター化されたものであるため、レイヤ

ーの重ね合わせ変更や拡大縮小などを実行する

たびに、インターネットを通じてクライアント

へ画像データが送信される。地図表示に要する

時間を短くするためには、回線容量の制限によ

り地図画像サイズを小さくせざるを得ない。

② 水質調査結果データベース（次章参照）と

WebGIS の連携ができておらず、「豊穣の郷」

がデータベース入力した調査結果を、自動的に

WebGIS の表示画面に反映させることができな

い。

　①の問題の解決には、サーバーからクライアント

に対してベクターデータを送信し、クライアント側

で地図描画するタイプの WebGIS への変更も考えら

れるが、容量の大きな回線を安価に導入できるよう

になってきた最近では、ラスター型 WebGIS でも、

それほど不都合がないかもしれない。本システムも、

2002 年 12 月に、維持費が安価なベスト・エフォー

ト型のブロードバンド回線を導入したことにより、

この問題は小さくなった。

　②については、未だ解決しておらず、大幅なシス

テム変更が必要である。そのような技術開発は興味

ある課題ではあるが、これを補完する別の方法を考

えることも必要であろう。

　最近の GIS ソフトウェアは、ワープロや表計算ソ

フトとそれほど違わないの操作性をもつようになっ

てきている。そこで、WebGIS は、GIS データの共有

に用い、実際の解析には、それぞれの GIS ソフトを

用いることも一つの方法である。「豊穣の郷」では、

ホタルの発生状況調査や水質調査などの結果を調べ

る必要性がしばしばある。そこで、今後は、「豊穣

の郷」が、GIS ソフトを用いて調査結果を整理・解

析していくことを検討している。WebGIS から基図

となるレイヤーデータを取り込み、その上に調査結

果等を重ね合わせ、主題図を自分たちで作成したり

することは、環境 NGO として必要とされる能力の一

つでもあろう。

　このように、「豊穣の郷」のような住民主体の環

境改善活動の向上につながる情報技術の応用方法と

しては、WebGIS の技術的問題の解決だけでなく、

図２WebGISによる赤野井湾流域環境情報システムの画面例

ＷｅｂGISエンジンは、ArcView IMS1.0である。

URLアドレス： http://www2.lbri.go.jp/akanoigis/



「豊穣の郷」自身が、保全活動を展開する上で直面

する社会的課題に対して、より柔軟に情報技術を応

用することも重要である。

５．住民グループによる環境情報システムづく

り

　上で述べた点を踏まえ、我々は、当初の計画を再

検討し、WebGIS という狭義のシステム構築をねら

いとするのではなく、「豊穣の郷」の活動に照らし

合わせながら多様な情報共有化を試みることにした。

　その方法は、我々のような研究者が「豊穣の郷」

の活動に参加し、「豊穣の郷」が環境情報システム

を作り上げていくことである。

　「豊穣の郷」では、1997 年 1 月より河川水質調

査を約 100 地点において実施している（写真１）。

このほか水生生物調査も定期的に行っている（写真

２）。大勢の会員の参加があってはじめて、このよ

うな多地点での調査が可能となるので、住民ならで

はの調査法と言える。しかしながら、調査から得ら

れる結果も膨大な量となり、データの整理と解釈を

どう進めればよいかが課題となった。

　そこで、研究者グループがパソコンによる解析プ

ログラムの開発に関わった。こうしてデータ入力が

容易で、しかも簡単な操作で一連の解析結果をグラ

フやマップとして自動的に出力することが可能なシ

ステムが完成した。

　水質調査に参加した会員は、このデータ整理から

得られた水質項目ごとの地域分布や季節変化などの

グラフィカルな情報に強い関心をもち、水環境の現

状について会員間で情報共有し、非会員を含む地域

住民へ成果をアピールしようという意欲が芽生えた。

その結果、女性会員を中心とする冊子編集グループ

が形成され、グラフやマップ、写真情報、簡単な説

明文、会員の声などを折り込んだ「水環境マップ」

の作成に取り組み、1998 年 4 月に冊子は完成した。

　さらに、2001 年には、1997 年から継続的に調査

した結果から、河川水質や水辺環境の変化を明らか

にしたいという意欲が生まれ、続編となる「水環境

マップⅡ」の作成に着手することとなった。流域の

概要、水環境変化を示した地図情報、流域住民の声

等を盛り込むことになったが、作業の大半の時間は

議論に費やされ、「水環境マップⅡ」は、2001 年 11

月にようやく完成した（写真３）。

 

写真１ 簡易水質測定法パックテス

トによる水質調査

写真２　水生生物調査

図３ ホームページによる水質調査結果の表示画面

豊穣の郷赤野井湾流域協議会の URL アドレス
http://www.lake-biwa.net/akanoi/

図４ 水質調査結果の入力画面。イン

ターネットを通じて会員が調査

結果を入力すると、データベー

スに保存される。

写真３　水環境マップⅠ、Ⅱ



　また、「豊穣の郷」では、インターネットホーム

ページ等を通じて、自分たちの住む地域の水環境等

について情報発信し、地域の枠を越えて、より多く

の市民とそれらの情報を共有していくことにも力を

入れている。その際、ホームページを外部業者委託

で作成するのではなく、「豊穣の郷」の活動プロジ

ェクトの一つに位置づけ、自分たちで作成する方式

をとった。これは、ホームページ作成を通じて、会

員の活動意欲向上をねらってのことだった。

　また、そのようなメンタルな役割だけでなく、効

果的に情報共有を進めるため、琵琶湖研究所におい

てデータベースと連携する Web サーバーを開発した

（図３、４）。そして、ホームページ開設から４年

を経過した現在でも、会員が中心になってあれこれ

と奮闘している。

６．おわりに

　このように赤野井湾における事例では、インター

ネットや GIS などを用いて情報共有化を実践し、現

在も試行錯誤している。その中で、「豊穣の郷」の

活動に対して一定の役割が果たせたとも思うが、多

くの課題があることも事実である。また、琵琶湖の

総合的保全という点から、赤野井湾流域のみならず

他地域における環境情報の共有化をいかにして進め

るかも、今後の課題である。


